
長崎市立大浦小学校

校 長 河内 和人 

【７月の生活目標】 シーンとしている「しずかゾーン」「玄関ホール」「はさみ歩き」 

  ※6月からの継続です。 

 

【学校教育目標】  大浦を愛し 人とつながり 世界につながる  

～真剣いっぱい・感動いっぱい・笑顔いっぱいの大浦っ子をめざして～ 
 

長崎市立大浦小学校 学校だより 
  

 
  
                         
 

心を見つめる教育週間 
      ご来校ありがとうございました。 

 
今週、月曜日までの教育週間中は、ご多忙な

中ご来校いただき、ありがとうございました。
特に、２７日の土曜日は、多くの方々に子ども
たちの学習する姿を見ていただき、子どもたち
のはりきった姿にうれしく思いました。 
また、懇談会後の「１００人パトロール」に

もご参加いただき、ありがとうございました。
地域の方々も多く参加していただき、改めて地
域の皆様に支えられていることを強く感じまし
た。今後とも、子どもたちを真ん中に、学校と
保護者の皆様、地域の方々、周りのすべての大
人が手を携えて、健やかな成長を目指していき
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
教育週間中、子どもたちに「命」について２

回話す機会がありました。 
２３日の全校集会では、「心を見つめる教育週

間」が始まった経緯や背景を説明し、この１週
間は命の大切さについて、特に、深く強く考え
ましょうという話をしました。２回目の話、保
護者の皆様と学級担任との懇談会中に話した概
要を以下に紹介いたします。 

 
全校のみなさん、おはようございます。 
今週、みなさんにお話しするのは２回目です。

今日も火曜日と同じ「命」についてのお話です。
大切なことなので、繰り返し話しをするのです。 
火曜日の全校集会にも命について話をしたの

で、みなさんは、命は一つしかない、かけがえ
のないものだということは分かっていますよね。
命を失うと、二度と生き返ることはできません。
命は全ての生き物に、平等に一つなのです。私
にも一つ。みなさんにも一つ。お友達にも一つ。
小さな虫にも一つなのです。 
今日はその命について、まず１つ、みなさん

にお願いをします。 
それは、私たちが生きているこの「現実の世

界」と「ゲームやアニメの世界」を一緒にしな
いでください、ということです。ゲームをして
いる時、みなさんは相手をやっつけたり、倒し
たりしていますね。アニメや漫画の主人公もそ
うしていますね。でも、それを「現実の世界」 

 
    

で同じようにやっては決していけません。 
「ゲームの世界」では、主人公はリセットボ

タンを押せば生き返ることができますね。ても、
私たちが生きているこの現実の世界では、失っ
た命は、絶対に元に戻ることはないのです。私
の命も、みなさんの命も、お友達の命も、小さ
な虫の命もです。この私たちが生きている「現
実の世界」と「ゲームやアニメなどの世界」を
絶対に一緒にしないでください。 
次に、みなさんに私が好きな「詩」を紹介し

ます。高田敏子さんという方がつくった「水の
こころ」という詩です。 

 
「水のこころ」   

 高田 敏子 
 

  水は つかめません 
  水は すくうのです 
  指をぴったりつけて 
  そおっと 大切に 
  
  水は つかめません 
  水は つつむのです 
  二つの手の中に 
  そおっと 大切に 
  
  水のこころ も 
  人のこころ も 
 
 
水はつかむことはできないのですね。指をぴ

ったりつけて、すくわなければ、こぼれてしま
うのですね。水はつかむことはできないけど、
二つの手の中につつむようにすくうことはでき
るのですね。 
「つかむ」というと、何となく「乱暴に」と

か「無理矢理に」などが感じとられますね。反
対に「つつむ」からは、「優しさ」や「温かさ」、
「思いやり」などが感じ取られますね。 
お友だちや周りの生き物に対しても、「つかむ」

という気持ちではなく、「すくう」や「つつむ」
のような気持ちで接してほしい、なかよくして
ほしい、大切にしてほしいと、高田敏子さんは
みなさんに伝えたかったのでしょうね。私も同
じように強く願っています。大浦小学校の子ど
もたちは、それができると信じています。 
話を終わります。 
 

令和８年７月２日 №８ 

大浦の風 


